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ジュリアン・テニー・ドーマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

ジリリリリン！ その日
ひ

最
さい

後
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

のチャイムです。メーガンは今
いま

，
中
ちゅう

学
がく

生
せい

で，いろんな授
じゅ

業
ぎょう

に出
で

ています。
そして，勉

べん

強
きょう

することがたくさんありま
す。メーガンは最

さい

後
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

が自
じ

習
しゅう

の時
じ

間
かん

でよかったと思
おも

いました。宿
しゅく

題
だい

に取
と

りかかれるからです。
メーガンがだれもいないテーブルにす
わると，ベネットという男

おとこ

の子
こ

がやって
来
き

ました。
「ねえ，メーガンってモルモンだよね？」
「わたしは末

まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト
教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

なの」と，メーガンは言
い

いま
した。

「じゃあ，ジョセフ・スミスがモルモン
書
しょ

とかいう本
ほん

を書
か

いたと思
おも

っているん
だね？」とベネットはたずねました。
メーガンは，どう答

こた

えればよいかを知
し

るために，すばやく心
こころ

の中
なか

でいのりまし
た。そして，「ジョセフ・スミスはモルモ
ン書
しょ

をほんやくしたのよ」と言
い

いました。
「キリストの教

きょう

会
かい

をふたたび設
せつ

立
りつ

するの
を助

たす

ける人
ひと

として，神
かみ

様
さま

がジョセフ・ス
ミスを預

よ

言
げん

者
しゃ

にめされたの。」
ベネットは鼻

はな

にしわをよせて，「変
へん

な
の」と言

い

うと，笑
わら

いながら行
い

ってしまいま
した。
メーガンは顔

かお

が熱
あつ

くなりました。うつ
むいて教

きょう

科
か

書
しょ

をじっと見
み

ていました。
「ねえ，メーガン。」

今
こん

度
ど

は何
なに

？ メーガンは顔
かお

を上
あ

げまし
た。「ああ。こんにちは，タージ。」
「ベネットのこと，いやだったよね」と
タージは言

い

いました。タージはメーガン
の向

む

かい側
がわ

にすわりました。「きみが
言
い

っていたことは，きみにとって大
たい

切
せつ

な
ことなんだなって思

おも

ったよ。」
「ありがとう」とメーガンは言

い

いまし
た。「そのとおりなの。」
「ぼくはきみの気

き

持
も

ちが分
わ

かるつもり
だよ」とタージは言

い

います。「学
がっ

校
こう

でヒ
ンズー教

きょう

徒
と

はぼくだけだからね。自
じ

分
ぶん

が信
しん

じていることをほかの人
ひと

たちが理
り

解
かい

しようとしてくれないのはつらいよ
ね。」
メーガンは時

とき

々
どき

，学
がっ

校
こう

でたった一
ひと

人
り

ちがっていても一ひ と

人
り

じゃ
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の末
まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の
会
かい

員
いん

として，さびしく感
かん

じることが
ありました。でも，ほかにも同

おな

じよ
うに感

かん

じている子
こ

がいるかもしれな
いとは思

おも

いもしませんでした。
「わたしの親

おや

は，意
い

地
じ

悪
わる

をする人
ひと

は心
こころ

の中
なか

で幸
しあわ

せを感
かん

じていないから
そうするんだって言

い

っているわ」と
メーガンは言

い

って，鉛
えん

筆
ぴつ

を指
ゆび

でくる
くる回

まわ

しました。「ベネットは悲
かな

しい
気
き

持
も

ちがしているんじゃないかな。
それか，ひとりぼっちなのかも。」
タージは頭

あたま

をかたむけました。
「きっとそうだよ。友

とも

達
だち

がほしいの
かもね。」
メーガンはにっこり笑

わら

いました。

「友
とも

達
だち

は二
ふた

人
り

必
ひつ

要
よう

かもね！」
次
つぎ

の日
ひ

の自
じ

習
しゅう

時
じ

間
かん

，メーガンと
タージはベネットが一

ひと

人
り

でテーブル
にすわっているのを見

み

ました。
「やあ，ベネット」と，タージが言

い

いました。
ベネットはおどろいた様

よう

子
す

でした。
「やあ。」
「何

なに

をしているの？」メーガンはそ
うたずねながら，椅

い

子
す

にすわりまし
た。
「れきしだよ。」
「明

あした

日の小
しょう

テスト用
よう

？」タージもこ
しを下

お

ろしました。
「そうだよ」とベネットは言

い

いまし
た。
「覚

おぼ

えることがたくさんあるよね」
とタージが言

い

います。ベネットはう
なずきました。
「問
もん

題
だい

を出
だ

し合
あ

うのもいいかもね。」

メーガンはれきしの教
きょう

科
か

書
しょ

を開
ひら

きま
した。 3 人

にん

はチャイムが鳴
な

るまで，
順
じゅん

番
ばん

に問
もん

題
だい

を出
だ

しては答
こた

えました。
立
た

ち上
あ

がって帰
かえ

ろうとしたとき，
「メーガン，昨

きの う

日はごめん」とベネッ
トが言

い

いました。「きみの教
きょう

会
かい

のこ
とを少

すこ

し聞
き

いたから，興
きょう

味
み

があった
んだ。」ベネットは体

からだ

を前
ぜん

後
ご

にゆらし
ていました。「ぼくはちがうことを
信
しん

じているけど，もっと親
しん

切
せつ

にする
べきだったよ。」
メーガンはにっこりしました。「あ
りがとう。わたしの教

きょう

会
かい

はわたしに
とって大

たい

切
せつ

だけど，信
しん

じているもの
がちがっていても大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

よ。」
「ちがう信

しん

仰
こう

を持
も

っていても，ぼく
たちは良

よ

い学
がく

習
しゅう

グループになれると
思
おも

うよ」とタージが言
い

いました。
ベネットはにっこり笑

わら

いました。
「ぼくもだよ。そして，ぼくたちは小

しょう

テストでとてもいい点
てん

を取
と

れると思
おも

う。」●
このお話

はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

教
きょう

会
かい

員
いん

が自
じ

分
ぶん

だけで，
さびしいときもありました。

ない

年
ねん

長
ちょう

の
子
こ

供
ども

たちへ

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン


